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匕キガ エ ル の 脊髄 motor 　Ileut
’
oll の discharge　zone に就い て

　　　　 成 川　 忠 明　（昭 和 醫科 大 學 生 理 學 教 室）

昭和 27 年 10 月 13B 受領

　Sherrington 以來脊髓 の 反射作用 の 研究 には 効 果器官た る筋肉に發生ず る張力が 目標とせ らttた た め 定量

的な 研究 に は 種 々 の 不 便が あつ て ， 反射作用 の 精密な 分析1ま比較的園難で あつ たが ， 近來求心帥纏 ， 遠心騨

經な らび に脊髄に 於 け る反窮の 中櫃に起 こ る電氣的變動が 正確 1こ逍跡出來 る よ 5 に な つ た の で ， こ の 方面 の

研 究分野 は 急速に深め られ ， また棚大 され る こ とに な つ た 。

　求心牲衝繋が 大 き くな れ ば反坿作用 も大 き く出現ず る こ とほ 古 くか ら知 られ て い るが ， 蓬心1彰 ） neuron

は 反射 に あた つ て 直 接外 部 の 刺激 に よ り興奮 ナ るの で な く， 求心性 の neuron に よつ て 傳 えisit る衝撃に よ

つ て 興奮を起こ す の で ある。した 桝 つ て 外部か ら生膿 に加え る蠣 1數強度と 反射｛
’

1…用，た とえ ぱ 筋 の 張力 な ど

の 相互關係 を迚 求し て も脊髄前角 に 於け る motor 　neuron の 活動状 態や察知す る こ とは 困 雄で あr）た 。

　LIoyd は こ の 點 に 注 日して 求心卜L画撃 の 強度を脊髓後根 に Bl現す る活動電位 に よ つ て 測ll定 し・ま た 反射効

果を遠心神纒の 活動電疏撮度 に 求め ， こ れ ら兩 者の 量的關係か ら脊髄前角の motor 　 neurofi 　 poot の dis・

charge 　 zone に關ナ る研 究 の 端緒を開い た の で あ つ た 。著者 も Lloyd の 法 に從 つ て ヒ キ ガ エ ル の 脊髄に 於

け る motor 　neuron 濡動の 樣式に關する研究を黷行中 で あ る 。 こ こ にその 成果 の
一端を報告 したい と思 5 。

　ヒ キ ガ エ ル の 延髄下部 で 脊麗を切噺 して spinal 　anima1 と し・下 肢 の 皮属 を 除去 して 坐骨紳經を露出し ，

その 多數 の 倉枝た と えば Ramus 　cutaneus 　femoris　pesteriOr や R ．　muscularis ．
，　R ．　profundus 　posterior，

R ．prof．　 anterior ，　 N ．　 pcroneus ，　 N ，　tibialisな どを た ど り，こ れ らの 紳継を單憎 開放 inductlon　sh   k で

刺激 し て
， 他 の 分枝 に 出現する反射性の 活動 電洗を 描記 す る こ とに した。ま た 刺激を與 えた帥經 の 活動電流

を描記 した。刺激 及 び 誘導には 銀纏電極 を 使用し ， ま た活動竃硫の 描 記 に it　12cm の Bratm 管 oscillogt
’
aph

を使用し ， 活動電流 の 増 巾に は 6C6 四段 の 抵抗容量結合型の 増巾器 を使用 した 。

　Fig ．1 は 求心性函撃を R ．　prof，　posteribr に與 えた場合に N ．　tibialisに 出現す る反射性 の 活動電流で あ

り ，
Fig．2 は R ．　cutaneus を 剌激して N ．　peroneus に 出現す る活動電流を描記 し た もの で あ る ・ Fig・ユ

に 示され る 活動曜 疏 は 數個の spike 群 よりな る第 1 波 とゆ るや か な變動を 示
・
櫛 2 渡 に 分か れ て い る 。
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第 1 圖 R ．prof ．　post ，→N ．　tibialis
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第 2 圖 R．cutanet ！s→ N ．　 peroneus
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Fig．2 の 場 合で も こ の 傾陶は あ るが Fig．1 の よ うに 著 る しい 分 離 は 見 ら れ な い 。そ の よ うな波形 分 削は

そ の 紳鯉の 糠維 ス ペ ク トル 及 び motor 　neuron 　poo1 の 構造に關eShSあ る と思われ るが 本報告 では こ の 點 に

は ふ れ ない
。 寫眞 の 左 側の 數字 は 求心性刺激 に 用い た jnductorium の coil 　distance を cm で 示

’
．た もの で

あ る 。 求心性刺燉が 彊 くな る とそれぞれ の spike の 高 さthrig大す る 。 こ こ に 出現して い る spEke は もちろ

ん數個 の motor 　neuron に よ る もの で あ つ て ．　 spike が 大 き くな るの は 同時に興奮す る motGr 　neuron の
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數thrn9加ナ る こ と を 意味す る 。 した が つ て splke の 高 さ は 同時に discharge す る motor 　neuron の 多少

を示 ナこ とiこ な る 。

　 著者は生理酌 意味 に 於け る maximal の 刺激を與えて 出現す る spike の 高さを標準 と して
，

こ れ よ り弱

い 刺激 の spike の 高 さの 100 分率を もつ て motor 　neuron 　pool
’
の discharge　zone の 大き さを 表現す る

こ と に し た 。 し か し nloter 　neuron 　pool に 與 え られ る刺激強度は inductorium の coil 　 distanceに 直接に

は 比例せ ず ， 求心 性衝撃を前角 に 濛 る 求 心 幌紳經線維の 數に 比例す る。そ こ で 著清は求心刺激を與え る紳纏

か ら活動電 流を描記 した 。 Fig．1 の 例 で は R ．　Prof・posteriorに ・
・また Fi9 ・2 の 例で は R。　cut ・に求心

鴨衝馨を與 え ， こ れ に 俘 5活動電流を誘導 し ，maxinial の 刺激 の 場合 の 活動電流強度を膿準 と して 夫 々 の

刺激 に よ つ て 生ず る活動電流強度 を標犂強度 に對す る百分比 に て 妻現 した 。 もち ろ ん こ れ ら の 帥經 に は 求心

線維の 外 に 還心線維 もふ くま れ て い るか ら ， こ の 方法 で は 純粹な 求心性衝撃 の 強さ を衷現出來 ない 。 Lloyd

は こ の 缺點 を 除 くた め に 脊髄 を露出して 當該紳經iの 後根 の 活動竃流強度 を目標 と し還心紳紹聾泉維 の 活1助電流

を 除 去 し て い る 。 しか しそれぞれ の 紳經の 求心線維は 胆一
の 脊髄後根 に 入 るの で はな くt 鼓個 の 後根に 分れ

て 入 る こ と も あ り 5る か ら，こ の 方法で は 求心性衝撃が 過少に 測定 さ れ る 缺點を覆 うこ とは出來ない 。 反射
L
性の 活動電流は synapse を經過するた め に 波型が 一ヒ記の 寫眞 に見 られ る よ うに複雜 とな るthS， 求心性衝撃

の 活動電流は induction　sllock に よ つ て 發生す る の で あ るか ら synchronization 　 ts行わ れ ・ 單純な波形 と

な りそ の 強度の 測定は容易で あつ た 。

　　こ うし て 得 られ fe求心性衝撃 の 強 さ を横軸 に，ま た こ れ に 戮應す る反射性活動電流 の 強 さを縦軸に とつ て

雨者の 開係を示 した もの が Fig．3 及 び Fig ．4 で あ る 。

　 Fi9・3 で は R ．　Prgfundus 　Posterior を剰激 し て N ．　 tibialisに出現す る反射 の 求心性衝撃と遠’削生画

撃 の 鍛的關1系を 示 す もの で あり ， Fig．4 は R ．　cutaneus を 刺激して N ．　peroneus に 出現す る反鮒 の 求心

性，遶心性画撃 の 關係を示す もの で あ る 。 前 の 例 で ほ求心性衝撃が や く 50％ iこ 逹し た と き motor
’
discharge
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が起 こ り・ それ か ら motor 　djschargeは 急速に 壇大 し，求心陸爾撃 が 75％ に遶す る と きに は maxin 　um

に な る 。 こ れ以上求心性衝撃を強 くして も motor ．　disclrai’ge ほ大きくな ら ない 。 こ れは弱 い 求心性衝撃 で

ほ 脊髓前角の N ・tibiali・ の m 。t・ r　ne … np ・・里 に ・ubliminal 　 iringe を 生 じ こ れ が 求心性衝幣に と も

なつ て 次第 に墻大す る こ とを示 して い る 。 そ し て 一一re　 motor 　discharge カ‘起こ る程度に求心性衝駒 胆 め

ら れ る と急逑 に di5ch町 ge を起 こ す motor 　neuron の 數 が 増大 して discharge　zone が 搗 が り ，や が て 極大

に 逵ナ る の で あ る 。 こ の 例 で ほ 求心性衝撃 の 強 さ 50％ ホ 反射の 闘値 とな つ て い るが ， 上 邇の よ
「
） に 著者

’

の 方法 で は 求 心牲線維の 活動電流 の 外 に 遠 心性の それ もふ くまれ て い るか ら實際は 閾億は こ れ よ りは るか に

低 い わけ である。 しか し discal’ge　zone が 閾値1弐上 の 刺激で 急逑 に 擴 大す る 有樣妹本例 か ら も簡單 に 伺い

知 る こ と渕 B來 る 。

　Fig．4 は R ．　 cutaneus の 求心性衝撃張度 と N．　peroneus に 出現す る反射性衝撃 の 弸変の 相關關係を示

、す もの で あ る 。
R ・cutaneus は遶心紳經線慰肋 ｛少 く・大部分が 求心性線維で あ る た め に motor 　discharge

の 閾馗が す こ ぶ る低 く・か つ 求心性衝撃6； 20 ％ に逹す る と反射性活動電流弼度は 80％ に 邏す る 。 なお

求心牲衝撃を彊くして も反射牲画緊の 強さは 80 ％ の 水準を雜持して い る c，しか し求心牲衝準が 80％ を

超 え る と 急遼 に反射性衝撃猷 再 び 増 大 して ユ00 妬 に逹す る。こ れ か ら 考え る と R ．cutaneus の 求心性衝

撃 を受け る N ・peroneus の motor 　neuron 　pool は閾随の 低い
一・IVの neuron と 比較的閾値の 高い 他 の

n・一・■

群 の neurOn か ら成り立つ て い る こ とが 推定 され る 。

　以一ヒの よ うな方法 に よっ て motor 　neuron の discharge　ZOIIe 隶 どの よ うな構造を有す るもの か簡箪に

刋明す るが ・
Lloyd の 方 法 に よ る も薯者 の 方法 に よ る も共 に 求心性衝墜 の 絹對彊度を 正 1梱 こ表現す るこ とが

ll徠 ない 缺醐が あ る 。こ の 點 に關し著者は更に實驗技術を瞭討し改良を企 て て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 亭
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 文　　　　　献

　Lloyd　D ・P ・　C・’34　J・Neurophysiol．6． 武重千冬 ・戍川忠明
・52 昭和醫大生理學論文集 ， 4．

會 記 　 葺

　定例辞議員會 昭和 271f ．10 月 2 日 東 北 大 學 第二數 獲部に 於い て 開催 ， 下記 に つ い て 決定され た 。

〔丙田 ， 野村 ， 元 N ， 岡田 ， 竹脇 ， 藤井 ， 佐藤 ， 山本，宮地，中村，本城，阿部、川 村 ， 江崎 ， 甼岩各訐議 ・

員 ，妹尾名譽會員 ，木下幹事出席〕

　1）　次回大會は近 畿支部 （京都｝に て 主催 す る。

　2） 昭 和 29 年 ほ 本曾創 立 第 75 邇年 に 當 る の で ， 本那動物學 の 雁史を編さん し ， また κ會は 東京 に て

開 催す る こ と 。 前 艶紀念射蜘 ま内田亨氏 が 委員長 と して 計鬣す る 。

　3｝
「
本會授賞規約を改 正 し て ， 毎 年寵羆員が 各專門別 に候補者を推せ ん し ， 專門別代裘者 （内田 ， 阿部 ，

野 村 ， 宮地 ， 申村 ， 佐藤） ほ こ れ を 持 ち よ り ， 評議員會 に て 最後的 決 定 を す る よ 51：す る 。

4， 會計 の 中間報 告 を 承 認 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
「
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